
 

日
本
の
世
界
遺
産
め
ぐ
り  

そ
の
十
六 

小
笠
原
諸
島 

（
自
然
遺
産
） 

   
（
文
化
遺
産
） 

  
 

 

過
酷
な
帰
省 

意
味
の
良
く
解

ら
な
い
俳
句
を
読

ん
だ
。
〈
コ
ス
モ

ス
と
電
話
を
か
け

る
女
か
な
〉
作
者 

は
そ
の
昔
の
コ
メ
デ
ィ
ア
ン

古
川
ロ
ッ
パ
だ
と
い
う
。「
モ

シ
モ
シ
」
が
お
国
訛
で
「
モ

ス
モ
ス
」
と
な
り
、
そ
の
場

に
い
た
ロ
ッ
パ
に
は
「
コ
ス

モ
ス
」
と
聞
こ
え
た
ら
し
い
。

上
京
し
て
月
日
を
重
ね
、
普

段
の
会
話
は
す
っ
か
り
東
京

風
に
な
っ
て
も
、
同
郷
の
昔

馴
染
み
と
語
ら
え
ば
、
た
ち

ま
ち
に
し
て
甦
る
。
お
国
訛

と
は
そ
う
ゆ
う
も
の
だ
ろ
う
。

こ
の
女
性
も
郷
里
に
い
る
誰

か
と
話
し
て
い
た
の
か
も
知 

 
葵
友
の
会 広

報
コ
ー
ナ
ー 

て
お
り
、
東
側
に
至
っ
て
は

北
西
ハ
ワ
イ
諸
島
ま
で
島
ら

し
い
島
は
見
ら
れ
な
い
。
こ

の
地
理
的
隔
絶
が
大
き
い
こ

と
は
、
生
物
が
小
笠
原
諸
島

に
到
達
す
る
こ
と
に
大
き
な

制
約
と
な
っ
た
。
そ
し
て
島

の
大
き
さ
が
小
さ
い
こ
と
は

島
内
で
生
存
す
る
こ
と
が
で

き
る
生
物
に
大
き
な
制
限
が

加
わ
る
こ
と
と
な
り
、
小
笠

原
諸
島
の
大
き
さ
と
位
置
は

独
自
の
生
物
相
の
形
成
に
大

き
く
寄
与
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。 ま

た
地
質
学
的
に
は
、
小

笠
原
諸
島
を
構
成
す
る
小
笠

原
群
島
、
火
山
列
島
、
そ
の

他
の
島
々
は
出
来
た
経
緯
に

違
い
が
あ
り
、
海
洋
性
島
弧

の
形
成
と
進
化
の
経
緯
、
そ

し
て
大
陸
地
殻
の
生
成
を
観 

雑
記
帳 

中
央
自
動
車
道
と 

ユ
ー
ミ
ン 
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◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
、
皆

様
か
ら
の
原
稿
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
係
員
・
飯
島

ま
で 

通
し
た
。
起
点
の
高
井
戸
Ｉ

Ｃ
か
ら
調
布
Ｉ
Ｃ
の
開
通
は

７
６
年
５
月
。
８
２
年
に
最

後
の
未
通
区
間
だ
っ
た
勝
沼

Ｉ
Ｃ
か
ら
甲
府
昭
和
Ｉ
Ｃ
ま

で
が
使
用
開
始
さ
れ
た
。 

最
初
の
開
通
時
の
道
路
名

は
「
中
央
高
速
道
路
」
だ
っ

た
が
、
暫
定
２
車
線
の
対
面

交
通
だ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら

事
故
が
多
発
。
速
度
を
控
え

る
狙
い
か
ら
、
名
前
を
「
中

央
自
動
車
道
」
に
変
え
た
経

緯
が
あ
る
。
こ
れ
が
あ
の
平

凡
な
風
景
を
別
世
界
に
変
え

た
中
央
自
動
道
を
歌
っ
た
ユ

ー
ミ
ン
の
「
中
央
フ
リ
ー
ウ

ェ
イ
」
で
当
時
は
未
だ
荒
井

由
美
だ
っ
た
。
そ
の
頃
は
東

京
八
王
子
市
の
実
家
住
ま
い

で
、
レ
ー
コ
ー
デ
イ
ン
グ
の

後
な
ど
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

れ
な
い
。 

先
祖
の
霊
を
供
養
す
る
お

盆
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
伴
う
道
路

渋
滞
は
、
八
月
十
四
日
頃
あ

た
り
が
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
と

い
う
。
諸
物
価
高
値
の
な
か
、

多
量
の
ガ
ソ
リ
ン
を
消
費
し
、

故
郷
へ
の
沢
山
の
土
産
を
持

参
し
て
の
渋
滞
に
、
例
年
に

ま
し
て
イ
ラ
イ
ラ
が
募
っ
た

で
あ
ろ
う
帰
省
の
旅
。
何
は

と
も
あ
れ
無
事
故
郷
に
到
着

さ
れ
、
束
の
間
の
日
々
を
都

会
の
喧
騒
か
ら
逃
れ
、
心
身

を
癒
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
後

は
、
再
び
長
時
間
の
渋
滞
を

忍
び
、
無
事
帰
京
さ
れ
た
事

に
は
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
と
、
心
よ
り
労
い
の

言
葉
を
送
り
た
い
。 

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
場
所
で
あ
り
、
い
ず
れ
の

島
々
も
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
、

ハ
ワ
イ
諸
島
な
ど
と
同
じ
く
、

こ
れ
ま
で
大
陸
と
一
度
も
地

続
き
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い

大
洋
島
で
あ
り
、
大
洋
に
よ

っ
て
隔
絶
さ
れ
た
環
境
の
中

で
特
異
な
生
態
系
を
育
ん
で

き
た
。 

地
質
学
的
、
生
物
学
的
に

貴
重
な
小
笠
原
諸
島
は
、
硫

黄
島
、
南
硫
黄
島
、
南
鳥
島
、

沖
ノ
鳥
島
以
外
は
小
笠
原
国

立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、

南
硫
黄
島
に
関
し
て
は
島
全

体
が
原
生
自
然
環
境
保
全
地

域
の
指
定
を
受
け
、
小
笠
原

国
立
公
園
と
南
硫
黄
島
原
生

自
然
環
境
保
全
地
域
は
、
世

界
遺
産
の
自
然
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
る
。 

母
島
列
島
―
母
島
、
姉
島
、

妹
島
他 

火
山
列
島
（
硫
黄
列
島
）
は
、

北
硫
黄
島
、
硫
黄
島
、
南
硫

黄
島
、
西
之
島
、
南
鳥
島
、

沖
ノ
鳥
島
。 

総
面
積
は
約
１
０
５
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
伊
豆
大

島
よ
り
や
や
大
き
い
程
度
で

あ
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
小
笠

原
諸
島
と
同
じ
く
貴
重
な
生

態
系
を
持
つ
と
評
価
さ
れ
る

沖
縄
諸
島
の
約
２
０
分
の
１

の
大
き
さ
に
過
ぎ
な
い
。 

特
徴
と
し
て
は
、
他
の
陸

地
か
ら
大
き
く
離
れ
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え

ば
伊
豆
半
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸

島
北
端
の
パ
ハ
ロ
ス
島
か
ら

父
島
ま
で
は
と
も
に
約
８
０

０
キ
ロ
離
れ
て
お
り
、
伊
豆

諸
島
の
八
丈
島
か
ら
も
６
０

０
キ
ロ
以
上
離
れ
て
い
る
。

ほ
ぼ
同
緯
度
の
沖
縄
本
島
は

西
に
約
１
３
０
０
キ
ロ
離
れ 

本
州
の
ど
真
中
を
貫
く
よ

う
に
走
る
中
央
自
動
車
道
は
、

東
京
杉
並
区
高
井
戸
Ｉ
Ｃ
か

ら
山
梨
県
富
士
吉
田
市
ま
で

の
「
富
士
吉
田
線
」
と
、
そ

の
途
中
の
大
月
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら

愛
知
県
小
牧
市
ま
で
の
「
西

宮
線
」
の
計
３
６
８
・
８
キ

ロ
。
法
律
上
は
更
に
、
小
牧

市
か
ら
兵
庫
西
宮
市
ま
で
の

名
神
高
速
道
路
な
ど
も
含
ま

れ
る
。
１
９
６
２
年
に
着
工

し
、
江
戸
時
代
の
五
街
道
で

あ
る
甲
州
街
道
と
中
山
道
に

概
ね
沿
っ
た
ル
ー
ト
に
な
っ

て
い
る
。
６
７
年
１
２
月
１

５
日
、
ま
ず
調
布
Ｉ
Ｃ
か
ら

八
王
子
Ｉ
Ｃ
ま
で
が
先
行
開 

で
や
が
て
夫
と
な
る
松
任
谷

正
隆
氏
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
送

っ
て
貰
っ
て
い
た
。
「
プ
ロ

ポ
ー
ズ
も
ク
ル
マ
の
中
だ
っ

た
」
。
歌
の
完
成
度
に
満
足

し
た
こ
と
で
結
婚
を
決
め
、

引
退
も
考
え
た
と
い
う
。 

Ｋ
・
ド
ラ
ゴ
ン 

そ
し
て
、
今
年
の
猛
暑
。

東
京
で
は
観
測
史
上
初
の

「
３
５
度
超
え
猛
暑
日
」
連
続

新
記
録
で
あ
っ
た
。
猛
暑
終

息
の
影
さ
え
見
え
な
い
ま
ま
、

肉
親
や
幼
な
じ
み
と
は
お
国

訛
で
交
わ
し
た
会
話
の
記
憶

も
一
服
の
清
涼
剤
に
し
て
、

お
盆
明
け
の
仕
事
に
向
か
わ

ん
こ
と
を
…
。 

ロ
ッ
パ
さ
ん
の
一
句
を
読

み
な
が
ら
、
ふ
と
あ
る
歌
を

思
い
浮
か
べ
る
。
〈
コ
ス
モ

ス
の
野
原
よ
ぎ
り
て
バ
ス
停

に
亡
き
人
の
来
る
時
刻
待
ち

を
り
〉
故
郷
で
墓
参
り
を
し

て
〞
待
つ
〟
一
時
を
過
ご
し

た
人
も
沢
山
い
た
だ
ろ
う
。 

ヨ
ッ
チ
ャ
ン 

８
月
度
行
事
の
結
果 

麻
雀
大
会 

１
９
日
（
水
）
ベ
イ
ブ
に

て
。
西
尾
孝
子
さ
ん
の
初

優
勝
で
し
た
。
２
大
会
連

続
で
女
性
の
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。 

       

カ
ラ
オ
ケ
会 

２
１
日
（
金
）
バ
ン
バ
ン

に
て
。
１
０
名
の
参
加
。 

９
月
度
行
事
の
予
定 

カ
ラ
オ
ケ
会 

１
８
日
（
金
）
バ
ン
バ
ン

に
て
。 

山
中
湖
・
忍
野
村
一
日
バ
ス

旅
行 ３

０
日
（
水
）
昼
食
は
ホ

テ
ル
マ
ウ
ン
ト
フ
ジ
で
の

洋
食
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
事
務
局
長
） 

小
笠
原
諸
島
の
概
要 

小
笠
原
諸
島
は
、
父
島
、

母
島
な
ど
３
０
余
り
の
島
々

で
構
成
さ
れ
る
小
笠
原
群
島
、

硫
黄
島
な
ど
が
所
属
す
る
火

山
列
島
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に

所
属
し
な
い
島
々
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。 

小
笠
原
群
島
は
北
か
ら
聟
島

（
む
こ
）
列
島
、
父
島
列
島
、

母
島
列
島
に
分
け
ら
れ
て
い

る
。 

聟
島
列
島
―
聟
島
、
嫁
島
、

媒
（
な
こ
う
ど
）

島
、
北
ノ
島
他

父
島
列
島
―
父
島
、
兄
島
、

弟
島
他 

  
 

 
 

 
      

世評・時評 
 

 

あおい 通信 第 124号 

葵
通
信
―100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
 

葵
通
信
―100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

 

看
護
師
・
千
葉
え
り
子 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

師
・
千
葉
え
り
子 

どこまでも青い海と青い空 



 

 

岩
国
基
地
で
は
同
期
生

の
、
練
習
機
に
よ
る
特
攻
訓

練
が
開
始
さ
れ
、
私
の
分
隊

は
霞
ケ
浦
に
移
る
事
に
な
り
、

訓
練
の
再
開
を
待
っ
て
い
ま

し
た
。
私
は
兵
舎
か
ら
毎
晩

東
京
上
空
が
真
っ
赤
で
、
ま

る
で
夕
焼
け
の
様
に
、
Ｂ
２

９
の
空
襲
で
焼
か
れ
て
い
る

の
を
口
惜
し
い
思
い
で
見
て

い
ま
し
た
。 

そ
の
後
霞
ケ
浦
の
基
地
も

危
な
く
な
り
、
数
十
人
の
同

期
生
も
戦
死
し
て
、
逃
げ
る

よ
う
に
今
度
は
山
形
の
安
全

な
神
町
基
地
に
移
動
す
る
こ

と
に
な
り
、
夜
汽
車
で
東
北

に
向
か
い
ま
し
た
。
神
町
基

地
の
飛
行
場
は
周
り
が
桃
畑

と
、
さ
く
ら
ん
ぼ
の
木
が
沢

山
あ
り
、
何
と
な
く
楽
し
く 

な
り
ま
し
た
。
基
地
に
着
い 

て
直
ぐ
に
、
私
達
の
分
隊
は

大
石
田
駅
か
ら
軽
便
鉄
道
で

尾
花
沢
駅
に
向
か
い
小
休
止

を
し
て
い
た
時
、
こ
こ
は
国

語
で
習
っ
た
芭
蕉
の
「
奥
の

細
道
」
の
あ
っ
た
所
だ
と
知

り
、
近
く
の
お
寺
で
句
碑
を

見
つ
け
ま
し
た
が
字
が
良
く

見
え
ず
、
後
で
、「
涼
し
さ
を

わ
が
宿
に
し
て
・
・
・
」 

          

と
分
か
り
ま
し
た
。 

私
達
は
尾
花
沢
か
ら
ト
ラ

ッ
ク
で
一
時
間
位
の
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
殆
ど
出
来
て
間
も 

松
原 

謙
次
（
火
） 

私
は
本
年
四
月
よ
り
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
口

下
手
な
た
め
ま
だ
お
話
が
で

き
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
だ
ん
だ
ん
お
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

      伊
藤 

千
代
（
金
） 

裏
千
家
茶
道
教
授
。
海
外

旅
行
が
趣
味
で
、
今
ま
で
四

十
カ
国
位
行
き
ま
し
た
。
好

き
な
場
所
は
ベ
ニ
ス
。
英
語

が
好
き
で
今
で
も
英
会
話
に

通
っ
て
お
り
ま
す
。
も
う
一

度
海
外
に
行
き
た
い
で
す
。 

  
    仁

藤 

貴
美
子
（
水
、
土
） 

草
月
流
、
洋
裁
を
セ
ッ
ト

で
教
え
て
い
ま
し
た
。
趣
味

は
社
交
ダ
ン
ス
。
昔
、
洋
裁

学
校
の
関
係
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
モ
デ
ル
を
し
て
い
ま
し
た
。

若
尾
文
子
さ
ん
の
映
画
に
で

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

「
ツ
ポ
ポ
ポ
ン
」
と
見
台
の
上

を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
叩
き
な
が

ら
、
旅
の
道
中
の
出
来
事
を

語
っ
て
い
く
。】
な
ど
は
こ
の

入
込
噺
の
典
型
で
あ
る
。
こ

う
し
た
噺
を
前
座
が
や
る
の

は
、
見
台
を
叩
き
な
が
ら
し

ゃ
べ
る
こ
と
で
噺
の
リ
ズ
ム

を
体
得
し
、
さ
ら
に
見
台
を

叩
く
音
よ
り
も
大
き
な
声
を

出
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で

あ
る
。
落
語
の
初
心
者
が
落

語
の
技
術
を
学
ぶ
た
め
の
噺

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
入
込
噺

も
前
座
噺
と
考
え
て
よ
い
だ

ろ
う
。 

今
編
は
一
旦
終
わ
り
と
し

ま
す
が
、
関
連
す
る
続
編
が

有
り
ま
す
。 ふわ

ふ
わ
亭
わ
び
助 

日
、
韓
、
中
、
イ
タ
リ
ヤ
、

仏
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン

等
で
多
彩
で
し
た
。 

ド
イ
ツ
に
は
兵
役
が
あ
り

ま
す
が
、
免
除
す
る
代
わ
り

に
社
会
奉
仕
す
る
国
家
制
度

が
あ
り
、
彼
等
が
留
学
生
の

お
世
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。

教
室
で
習
う
人
種
は
多
様
。

可
愛
さ
で
は
、
イ
タ
リ
ヤ
人

の
女
性
、
大
人
っ
ぽ
い
の
は

ア
メ
リ
カ
人
か
な
、
と
の
印

象
を
受
け
ま
し
た
、
個
人
差

は
あ
り
ま
す
。
多
国
籍
言
語

を
使
う
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
、

話
術
が
う
ま
い
の
は
シ
リ
ヤ
、

レ
バ
ノ
ン
人
（
日
産
自
動
車

の
カ
ル
ロ
・
ス
ゴ
ー
ン
）
か

と
思
い
ま
し
た
。
言
葉
の
壁

は
よ
じ
登
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

イ
タ
リ
ヤ
の
諺
に
曰
く
、 

〝
ゆ
っ
く
り
行
く
者
は
間
違

い
な
く
行
く
、
間
違
い
な
く

行
く
者
は
遠
く
へ
行
く
〟 

あ
お
い
俳
壇
・
歌
壇 

地
獲
り
し
て 

食
を
い
ろ
ど
る 

に
が
瓜
に 

に
が
虫
顔
出
し 

そ
っ
ぽ
向
か
れ
し 

手
ほ
ど
き
を 

学
生
の
孫 

控
え
目
に 

久
々
癒
さ
る 

囲
碁
の
楽
し
さ 

七
月
作
・
題
詠
「
自
由
」 

鈴
樹 

清
明 

い
た
ず
ら
に 

老
い
ゆ
く
日
々
の 

口
惜
し
さ
よ 

足
元
さ
へ
も 

覚
束
な
く
て 

花
の
な
き 

生
活
む
な
て 

味
気
な
し 

一
輪
摘
む
で 

部
屋
に
飾
ろ
む 

河
西
千
恵
子 

照
り
つ
け
る 

日
ざ
し
の
中
に 

涼
し
げ
に 

浜
昼
顔
は 

優
し
く
咲
け
り 

庭
に
咲
く 

秋
海
棠
の 

花
ゆ
れ
て 

相
田
美
代
子 

高
等
学
校
で
独
語
を
習

っ
た
私
は
、
何
と
か
し
て
〝

ZETAF

〟
を
受
け
た
い
と
、

青
山
一
丁
目
の
ド
イ
ツ
文
化

セ
ン
タ
ー
の
ゲ
ー
テ
・
イ
ン

ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
に
通
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
ド
イ
ツ
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
近
く
の
プ
リ
ン

ア
ム
キ
ム
ゼ
ー
と
ラ
イ
ン
河

の
ほ
と
り
の
ボ
ツ
パ
ル
ト
に

と
、
二
度
語
学
留
学
し
ま
し

た
。
最
終
的
に
は
ミ
ヒ
ャ
エ

ル
・
エ
ン
デ
の
モ
モ
を
原
書

で
読
み
、
此
れ
で
ド
イ
ツ
人

の
気
の
骨
の
本
質
が
理
解
出

来
た
と
思
い
ま
す
。
画
家
ネ

ム
ゾ
ウ
を
訪
ね
る
の
に
、
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
―
ベ
ル
リ
ン
を
夜

行
列
車
で
行
っ
た
際
、
相
部

屋
の
未
知
の
旅
客
と
乗
り
合

わ
せ
た
の
は
大
変
ス
リ
ル
の

あ
る
旅
行
で
し
た
。 

 

留
学
中
は
、
国
際
性
に
富

ん
だ
教
室
で
、そ
の
国
籍
は
、 

利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

 

な
ん
で
も
落
語
講
座 

【
落
語
と
前
座
噺
】 

絹
田
治
夫 

ま
た
上
方
落
語
で
は
「
入

れ
込
み
」
と
い
っ
て
、
寄
席

の
開
場
後
に
客
が
入
っ
て
く

る
間
の
つ
な
ぎ
と
し
て
賑
や

か
な
噺
を
す
る
こ
と
が
あ
り
、

こ
れ
は
た
い
て
い
開
口
一
番

の
前
座
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
噺
を
入
込
噺

と
も
言
い
、『
東
の
旅
』
シ
リ

ー
ズ
の
中
の
「
発
端
」（
は
つ

た
ん
）【
喜
六
と
清
八
の
ふ
た

り
が
、
伊
勢
詣
り
に
出
発
す

る
上
方
の
旅
噺
『
東
の
旅
』

の
序
盤
部
分
。
小
拍
子
と
ハ

リ
扇
（
扇
子
を
摸
し
た
革
製

の
道
具
）
を
両
手
に
持
ち
、 

文
中
一
部
、
解
説 

〈
涼
し
さ
を 

わ
が
宿
に
し
て 

ね
ま
る
な
り
〉 

句
意.

：
こ
の
家
の
涼
し
さ
を

わ
が
物
に
し
て
、
わ
が
家
同

然
の
気
楽
な
気
分
で
ね
ま
っ

て
お
り
ま
す
。 

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）

芭
蕉
四
十
六
歳
の
作
で
、
五

月
十
七
～
二
十
六
日
、
尾
花

沢
逗
留
中
の
発
句
で
あ
る
。

「
ほ
そ
道
」
に
、
尾
花
沢
に
て

清
風
と
い
ふ
者
を
尋
ね
、
か

れ
は
富
る
も
の
な
れ
ど
も
志

い
や
し
か
ら
ず
。都
に
も
折
々

通
い
て
、
さ
す
が
に
旅
の
情

を
も
知
っ
た
れ
ば
、日
々
と
ヾ

め
て
、
長
途
の
い
た
は
り
、

様
々
に
も
て
な
し
を
得
る
。 

私
の
国
際
化
（
最
終
篇
） 

吉
富
多
壽
男 

フ
に
よ
れ
ば
、
ニ
セ
金
を
作

っ
て
大
金
持
ち
に
な
っ
た
と

の
事
で
、
そ
れ
も
当
局
に
発

覚
せ
ぬ
様
、
海
上
の
船
の
中

で
ニ
セ
金
を
作
っ
た
由
で
す
。

一
旦
財
を
手
に
し
た
後
は
、

此
れ
を
止
め
新
聞
事
業
を
興

し
、
富
を
築
い
た
由
で
す
。 

そ
し
て
そ
の
後
は
、
路
上
に

硬
貨
を
た
た
き
つ
け
、
そ
の

音
で
偽
貨
幣
を
判
別
す
る
風

景
は
な
く
な
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
言
語
で
云
え
ば
、

マ
レ
イ
語
、
広
東
語
を
習
得

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
習
得

し
た
も
の
に
、
仏
、
独
語
が

あ
り
ま
す
。
独
語
は
独
の
国

家
試
験
〝ZE

TA
F

〟
が
あ

り
、
こ
れ
で
合
格
認
定
を
し

て
く
れ
ま
す
。 

当
時
は
毛
沢
東
が
人
民
の

教
育
レ
ベ
ル
を
高
め
る
為
に

漢
字
の
普
及
に
努
め
、
そ
の

た
め
、
多
く
の
人
々
が
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
に
石
筆
で
学
習
し

て
い
ま
し
た
。
現
在
、
台
湾

と
中
国
の
漢
字
が
違
っ
て
い

る
の
は
、
こ
の
辺
に
も
由
来

し
て
い
ま
す
。 

Bahm
(

タ
イ
ガ
ー
・
バ
ー

ム)

。
ハ
ッ
カ
成
分
の
塗
り
薬

で
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
る
の
で
、

香
港
で
は
よ
く
売
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
朝
分
感
氏
が

開
発
し
た
化
粧
料
で
す
。
Ｈ

Ｋ
事
務
所
の
中
国
人
ス
タ
ッ 

な
い
滑
走
路
で
ロ
ー
ラ
ー
引

き
を
手
伝
い
、
小
学
校
に
宿

泊
し
、
本
土
決
戦
の
待
機
を

し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
太

平
洋
に
も
日
本
海
に
も
、
飛

ん
で
行
け
る
真
ん
中
の
位
置

で
し
た
。 

 

小
学
校
に
は
風
呂
が
な

く
、
一
時
間
半
以
上
歩
い
て
、

銀
山
温
泉
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
後
二
週
間
程
度
し
て
、

本
隊
が
爆
撃
さ
れ
、
残
っ
た

兵
舎
に
帰
っ
た
と
こ
ろ
、
分

隊
長
が
天
皇
陛
下
に
申
し
訳

な
い
と
云
っ
て
明
朝
飛
行
場

の
横
の
山
の
麓
で
全
員
死
ぬ

か
ら
遺
書
を
書
け
と
命
令
さ

れ
た
の
で
す
。
し
か
し
中
止

に
な
り
生
き
残
り
ま
し
た
。

芭
蕉
の
句
碑
と
温
泉
が
青
春

の
よ
い
想
い
出
で
す
。 

【
葵
通
信
九
十
九
号
、
一
〇

三
～
一
〇
六
号
と
私
の
昭
和

史
投
稿
さ
せ
て
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。】 

 
 

     

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

 

七
十
年
前
の
青
春
（
最
終
篇
） 

島
田
暎
一 

   

 

奥の細道絵巻より 


